
 

 

 

 

 

 

 
  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

   

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

日本で電話が生まれたのが1869年（明治2年）電話の歴史は150年ほどなんだそう。一般家庭ではまだまだ普及に至ら

なかった電話が、庶民にも身近な存在となる契機となったのが街中に設置された「公衆電話」の登場からです。 それまで

電信局・電話局内といった電話所だけにしかなかった公衆電話が、街頭に進出したのは1900年（明治33年）９月、駅の

構内に。翌10月には最初の屋外用公衆電話ボックスが東京京橋のたもとに建ったそうです。その頃の公衆電話の通話料金

は市内にかける場合、5分以内で15銭。コーヒー1杯が2銭ほどだったというからかなりの金額。しかし、時代の最先端を

ゆく情報通信技術（ICT）の結晶だったのだから当然とも言えますね。 

当時は「自働電話」と呼ばれていました。ダイヤルもボタンもなかった公衆電話の元祖は、現在の公衆電話のように硬貨

口はあるものの、5銭を入れたか、10銭を入れたのかは、内部にあるベルの音色で電話越しに交換手が判断していたそう

です。でも、交換手がミスをすれば、再度硬貨を入れなければならなかったため、使用する人は少なかったようです。 

さらに1925年になると、呼び出しに交換手を必要としない自動交換方式の電話が登場し、この時に正式な名称も「公衆

電話」となりました。 

日本で初めて公衆電話が登場したのは、1900年（明治33年）9月です。まずは東京の上野駅、新橋駅の 

構内2ヶ所に設置されました。公衆電話が登場してから120年。携帯電話が普及し、公衆電話を使う人が 

少なくなった今でも、なぜ公衆電話は残っているんでしょうか。 

今では公衆電話を探すのがひと苦労、というほど数が減りまし

た。公衆電話は2020年には15万台にまで縮小したそうで、携

帯電話の普及によってその数は大幅に減少していて、公衆電話

事業はかなりの赤字なんだそう。その補填は、携帯電話を含む

電話を使用している人が支払っている、ユニバーサルサービス

料（現在、1回線2円）からされているそうです。  

そんな赤字の公衆電話ですが、必要性を認識させられたのが、

2011年の東日本大震災。安否の問い合わせなどで通話が急増し

たとき、処理能力を大幅に超えてしまうとシステムダウンし、

緊急通信や重要通信に支障をきたすため、災害時優先電話に公

衆電話が指定され、一般市民の通信手段を保証するようになっ

たそうです。公衆電話は法律によってNTTに設置が義務づけら

れているそうです。しかも、電話局から直接電源供給を受けて

いるので、停電になっても使えるそうです。ただし、停電時は、

テレホンカードは使えず、硬貨しかつかえませんのでご注意を。 

設置場所は、市街地では概ね500m四方、その他の区域では概

ね1km四方を対象エリアとして設置基準で設置してい  

ます。いざという時のために、自分の町の公衆電話を  

探しておいてくださいね。  

－ 漢字しりとり迷路 応募方法 － 

①名前 ②住所 ③電話番号④「かとけん通信」の中で興味のあった記事、ご意見、ご感想など。

⑤答えをご記入の上 FAX かメールにてご応募下さい。 

FAX ２２－２１３３ hirose@kato－const.jp ハガキやお電話でもＯＫです！ 

器官→官邸→邸宅→宅地→地味→  

味処→処方→方向性→性質→質疑

→疑心→心地→地団駄→駄洒落  

→落選→選挙運動→動力  

一 撃 

８月号こたえ 

スタート 

ゴール 

スタートからゴールまで熟語のしりとりで移動す

る迷路ゲームです。正しいルートでゴールまでた

どり着くと、通らなかったパネルが出てきます。         

 

この余りのパネルの漢字を  

つなぎ合わせてできる熟  

語が「答え」になります。        

例題では「以」と「前」の  

パネルが余るので、「以前」  

が答えとなります。  

 

 

1953年（昭和28年）10円硬貨の登場により 

公衆電話は10円入れれば何時間でも通話し放題

に変わりました。しかし、1970年（昭和45年）

からは公衆電話の市内通話料金が3分10円にな

りました。その理由は、電話を独占し長電話する

人が増え、他の人が公衆電話を使えなくなってし

まった為。3分間と決まったのは、公衆電話での

市内通話の大半は、3分以内に通話が終わってい

たことからだそうです。 

現在は市外局番が同じ「区域内」であれば10円

で約１分。半世紀で約3倍に値上げされたことに

なります。ちなみに私たちがよく使っていた、テ

レホンカードを使って通話できる公衆電話機が

登場したのは1982年（昭和57年）で、1984

年（昭和59年）には公衆電話設置数が最大とな

ります。その数は実に全国で93万台にまで増え

たそうです。 

百 人 慢 性 別

理 力 自 総 荘

用 器 紙 白 厳

意 土 粘 告 密

周 到 着 信 音



 

 

 

  

  

 

        

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セロリ          ３本 

にんにく         ２片 

ごま油         大さじ３ 

鰹節           １パック 

しょうゆ        大さじ２ 

お酢          大さじ１ 

(2 人分) 

  ) 

 

① セロリは斜めに薄くスライスして、大き目のお皿に平べっ

たく広げておく。 

② ①に鰹節、しょうゆ、お酢をまんべんなく振りかける。  

③ 小さな鍋に、ごま油を熱し薄くスライスしたにんにくを  

きつね色になるまでゆっくり香りを出しながら炒める。

（焦げないように気をつけてくださいね） 

④ ③を②にかけて混ぜれば完成です。 


